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はじめに
日本における高齢化の進行は，他の先進諸国に類を
見ない速さで進んでいる1)。これに伴い，高齢者ケア
の専門性のニーズも高まっており，2002年には老人看
護専門看護師が誕生した1)。専門看護師（Certified
Nurse Specialist，以下CNS）については，1994年に
制度が発足すると大学院修士課程のカリキュラムで専
門看護師養成の教育課程が認定された2)。そうした中
で老人看護 CNS の教育課程基準には，専攻分野共通
科目に加えて，①病院・施設における老人看護，②在
宅老人看護，③認知症老人看護の３領域に関する専門
科目，さらにこの領域での各実習が設定されている2）。
CNS は実践・相談・調整・倫理調整・教育・研究の
６つの役割をもつスペシャリストであり，それを育て
る実習はまさに理論と実践が統合される重要な教育科
目となる。
近年，老人看護 CNS の活動が報告される機会が増
えてきている。例えば，退院支援専任看護師として急
性期から退院計画を立案し，入院だけでなく在宅療養
をも支える連携先との調整を行っていること3)，高齢
者看護や糖尿病指導外来等の看護専門外来の開設4)，
高齢者ケアについてのスタッフへの教育，その他の業
務改善を行ったこと5)等がある。しかし，その一方で
2006年11月の段階で全国で認定された老人看護 CNS
はわずか10人である。同年の日本における65歳以上の
高齢者が全人口に占める割合は20.1％であり6)，21％
を超える超高齢社会の到来も間近となる現在7)，老人
看護 CNS の育成は急務である。しかしながら，老人
看護を含む CNS 教育に関する研究はほとんどなく，
遅れている状況にある。このことから，CNS の教育
方法や内容，実習指導法において多くの課題があるこ
とが推測される。
諸外国ではコスト抑制という医療制度改革の中で
CNS が生き残りをはかっていく努力が求められてい
る8)。アメリカでは多くの施設で CNS の働く場が減
らされている現実がある8)。そこで，CNS の役割を獲
得するために，CNS 自身が自分達の活動に対して，
コスト抑制とケア効果の向上という視点で評価するこ
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とが必要とされている8)。今後，わが国においても
CNS の活動に対する効果及び経済的評価への検証は
避けて通れない重要な課題となるであろう。
したがって，CNS を目指す看護師は教育を受ける
段階から自分達の活動の効果を意識していく必要があ
る。筆者らは老人看護の CNS 実習が高齢者やスタッ
フに対して高い効果をもたらすことが明らかになれ
ば，実習場からの受け入れや協力が得られ，教育効果
も高まると考えている。また，このことから CNS に
対する社会的な認知が広まっていくことを期待してい
る。そうしたことから本研究の目的を，老人看護専門
看護師コースにおける老年看護学実習のスタッフにも
たらす効果を明らかにすることとした。これにより今
後の CNS 養成教育法を検討したいと考えた。
対象と方法
１．対象
調査対象者は，学生の実習場であるC介護老人保健
施設の認知症専門棟スタッフ40人のなかで，調査に同
意，協力を得た29人とした。
２．実習の概要
１）学生の背景
実習を行った学生は，平成18年4月に入学したＡ大
学大学院医学系研究科博士前期課程の看護学分野・老
年看護学研究領域在学中の学生４人のうち，老人看護
専門看護師コース（＊論文最後に説明付加）を選択し，
平成19年に実施された老年看護専門看護師臨地実習Ⅲ
（以下，実習Ⅲ）を終え，調査への協力が得られた２
人（学生１・２）である。なお，学生は看護師の資格
をもち，臨床経験を５年以上もつ者である。本研究で
は学生１・２の両者が経験した実習Ⅲに焦点をあて，
その実習Ⅲについて以下に詳細を述べる。
２）Ａ大学の実習目的
Ａ大学の老人看護専門看護師コースにおける実習Ⅲ
の実習目的は，「認知症をもつ老人で複雑で対応の難
しい健康問題や生活上の課題，行動障害に対して，問
題解決や状態改善をはかるために，その要因を明らか
にし，看護理論を適用し，個別性を重視し，包括的な
アセスメントに基づいた看護を展開する能力を養う。
また，臨床指導者とともに，組織的なケア活動，スタ
ッフ教育，相談，調整，研究活動を行い専門看護師と
しての能力を養う。」となっている。実習は大学教員
の指導のもと，学生自らが実習計画を立て，臨床指導
者との調整を行いながら進めていった。また，実習期
間は４週間以上と定められている。
３）実習計画と指導方法
学生は指導教員，臨床指導者と協議し，実習計画を
立案した。計画は前半期２週間以上，後半期２週間以
上と区分し，前半は主に受け持ち高齢者へのケア実践
に焦点をあてた看護過程，後半は退所に向けての支援
及び組織的なケア活動（スタッフへの働きかけ）を行
うこととした。受け持ち高齢者は学生１人につき高齢
者１人であった。教員は定期的に（週に２－３回）実
習場に出向き，随時学生に直接アドバイスを行い，ア
セスメントやケアプランなどの記録物に目を通して理
論や思考，記述法などの助言を行なった。ケアプラン
での評価（目標達成の有無及び受け持ち前後の高齢者
の状態変化）は学生だけでなく教員及び臨床指導者の
複数の確認を得て行った。
また，教員は１週間に１回開催される学生カンファ
レンスや事例発表会にも必ず参加し，アドバイスを行
なった。また，教員はスタッフとの調整を図るために，
看護部長や師長，他職種との声かけ，相談も随時行な
った。
４）病棟の概要
実習ⅢはC介護老人保健施設の認知症専門棟で行わ
れ，この棟は認知症加算対象病棟36床及び１ユニット
10床をもっている。スタッフ40人の内訳は医師１人，
看護師４人，介護職員19人，看護助手８人，理学療法
士・管理栄養士各２人，作業・言語療法士各１人，薬
剤師，ソーシャルワーカー各１人である。また，スタ
ッフは多様な役割をもつ各部会（サービス計画部会，
教育学術研究部会，ケア向上部会等がある）に所属し
活動を行っている。
５）実際の実習状況（教育上の意図と実際の実習）
（１）受け持ち高齢者の概要と学生が立案したケアプ
ランの実際と評価（表１）
学生１の受け持ち高齢者は，男性，70歳代後半，長
い間専業農家をしていた。要介護認定３度，認知症老
人の日常生活自立度Ⅳ，障害老人自立度Ｂ１，主疾患
は脳血管性認知症である。脳血管性認知症を受け，自
宅では徘徊行動が目立ったため施設に入所となってい
る。車椅子からの立ち上がり動作が激しく落ち着きの
ない行動が目立っていた。
これに対して，教員は学生１に対して認知症高齢者
の行動を問題として捉えるのではなく，行動に潜んで
いるニーズを詳細にアセスメントするよう助言した。
学生はそのニーズを明確にするため老年看護学特論や
演習で学習した ICF（International Classification of
Functioning：国際生活機能分類）の視点9)を活用し分
析を行った。学生１は「転ばずに歩けるよう手伝って
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もらいたい」，「静かなところで自分のペースで落ち着
いた生活がしたい」，「トイレで排泄したい」，「うまく
眠れるようにしたい」，「むせずに好きな物を食べたり
飲んだりしたい」の５つのニーズを明確にした。
次に教員は，認知症高齢者の行動障害を抑えるので
はなく，ニーズを満たすようなケアの働きかけを具体
化するよう学生に助言した。学生１は，歩行介助，座
ることを強制せず行きたい場所への移動を支える，タ
イミングのよいトイレ誘導，昼間の活動（施設に隣接
されている畑での農作業等）の活性化等のケアプラン
を立案した。そして，ケアの実施は学生だけで行うの
ではなく，スタッフと共に実施することが重要である
と教員は学生に示唆を与え，学生自身が主体的にカン
ファレンスの開催を行った。その結果，「むせずに好
きな物を食べたり飲んだりしたい」というニーズの目
標は実習期間内で達成しなかったが，その他４つのニ
ーズの目標は達成し，利用者の状態は改善した。
学生２の受け持ち高齢者は，男性，80歳後半，元時
計修理の職人であった。要介護認定３度，認知症老人
の日常生活自立度Ⅲa，障害老人自立度Ｂ１，主疾患
は脳血管性認知症である。認知症をもちながらも妻と
２人暮らしをしていたが，妻が骨折のために入院とな
り，Ｓ氏は施設入所となった。入所中は大声を絶えず
出す行動が目立っていた。
学生２に対しても教員は同様の指導を行った。学生
２は，ICF の視点にもとづいて，Ｓ氏のニーズをアセ
スメントした結果，「どうしたらよいかわからないの
で手伝ってもらいたい」，「トイレで気持ちよく排泄し
たい」，「安心してゆっくり眠りたい」，「必要性がわか
って入浴・整容ができ爽快感を得たい」，「好きな物を
食べたい」，「意欲が出た時にそれがわかって楽しみた
い」，「現在の心身の状態を維持しながら安心して生活
したい」等の７つのニーズを明確にした。それに対す
るケアプランの具体策には，ニーズを予測しての声か
けと説明，タイミングのよいトイレ誘導，栄養課との
調整，散歩や本人が希望する日曜大工等の導入，認知
機能やバイタルサイン等の観察，内服管理等を取り入
れた。学生２もこのプランをカンファレンスで提示し，
スタッフと共にケア実践を行った。その結果，睡眠に
対するニーズは達成できなかったが，他の６つのニー
ズに対する目標はほぼ達成され，利用者の状態も改善
したと評価された。
（２）スタッフの行動改善プラン（表２）
実習後半では，学生達は受け持ち高齢者への看護だ
けでなく，組織的なケア活動の質を高めるために，ス
タッフ全員が関与するケアの問題点明確化のためのア
セスメントを行った。具体的には，スタッフが配膳の
前にお椀のフタをはずし，その騒音のなかで，配膳す
る様子に学生１・２は疑問をもっていた。そこで，教
員はその問題解決を図るスタッフへの行動改善プラン
の立案を学生に提案した。このプランは島内・内田ら
によるサービスの質改善のためアクションプラン（行
動計画）10）11）の様式を参考にしたものである。学生
達はすぐに病棟主任，ケア向上部会のメンバーに働き
かけて，共に「食事の楽しみ・意欲を高めるためのプ
ラン」をテーマとするスタッフの行動改善プランを立
案した。具体策には食器のふたを外さず高齢者に開け
てもらう，おかずの内容を伝える，笑顔で声をかける，
食器を片づける時の音に注意する，ふたをあけた時に
香りを楽しんでもらうよう食事の内容を栄養課と相談
する等，職種を超えてスタッフ全員が実施可能なもの
を立案した。そして，学生達はカンファレンスを開催
し，スタッフに合意を得てそれを実習後半で実施した。
プランの評価はケア向上部会で行われ，その結果，
「食事を楽しむ気持ちを持っていただける食事時間の
提供ができる」という目標は達成し，スタッフの行動
表１ 受け持ち高齢者に対する学生のケアプラン
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も改善したと評価された。
３．スタッフにもたらす実習効果の測定方法
実習がスタッフにもたらす効果の測定法は，自記式
質問紙法とし，質問紙はスタッフの負担感を考慮しＡ
４サイズ一枚とした。質問紙は各自専用の小封筒に入
れ厳封し，専用の大封筒を設置し，その中に入れるよ
う依頼し回収を行った。質問紙の項目は，文献検索の
結果，過去に CNS 実習の効果を測定する尺度等の開
発がみられなかったため，独自に作成した。その作成
法は実習要項の目的，目標を参考にし，また，実習中
に教員と臨床指導者間で行われたミーティングのなか
で効果として意見が出た具体的なスタッフの反応を質
問紙の項目として組み入れた。すなわち，その質問紙
の項目は，①スタッフの背景（職場と職種，職位，臨
床経験年数），②CNS実習に対する評価項目（学生に
対する最初と最後の受け入れ，関わりの程度，学生の
アセスメント，技術，スタッフへの声かけ，アドバイ
ス，教員の対応は良かったかの８項目），③実習によ
ってスタッフ自身が感じたよい変化（看護・介護の探
求することの大切さがわかった，アセスメント能力が
向上した，自分達の問題点がわかった，もっとよい方
法がみつかった，その他の13項目）の有無，④その他
の感想で構成されている。②の項目の回答は，大変そ
う思う，まあまあ思う，あまり思わない，全くそう思
わないと設定した。③の項目の回答は，よい変化とし
て自分に該当した項目にチェック（複数回答）しても
らった。
５．倫理的配慮
調査にあたっては研究の目的と方法を質問紙に文章
で記載し，実習場の管理者及びスタッフに同意を得て
行った。また，質問紙の記載は匿名とし，個人名が特
定されないように配慮を行った。
６．分析方法
データ分析は統計ソフト SPSS バージョン15.0を使
用し，記述統計を行った。
結　果
１．スタッフの背景（表３）
本研究の対象となった29人のスタッフの職種は，介
護職員19人（65.5％），看護職４人（13.8％），理学・
作業療法士２人（6.9％），その他４人（13.8％）であ
った。臨床経験年数の中央値は5.0年であった。
２．スタッフによる実習評価（表４）
１）CNS実習に対する評価
評価に関する８項目の信頼性係数であるクロンバッ
クα係数は0.90であった。全体的にみると，すべての
項目について「大変そう思う」もしくは，「まあまあ
思う」の回答が多かった。特に，「大変そう思う」の
回答が多かった評価項目は，「学生が行うアセスメン
トはよかった」18人（62.1％），「学生について最後の
ほうの受け入れはできた」15人（51.7％），「学生の職
表２ スタッフへの行動改善のプラン
表３ 対象スタッフの背景
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表４ スタッフからみた CNS 実習の評価
表５　スタッフ自身が感じた CNS 実習によるよい変化
員に対する声かけはよかった」14人（48.3％），「学生
が行う看護技術・行動はよかった」14人（48.3％）で
あった。反面，「大変そう思う」の回答が少なかった
項目は，「学生との関わりが多かった」であり，「大変
そう思う」が２人（6.9％），「まあまあ思う」17人
（58.6％），「あまり思わない」10人（34.5％）であっ
た。
２）スタッフが感じた実習によるよい変化（表５）
全体的にみてスタッフ自身が感じたよい変化で多か
った回答は，「看護・介護を探求することの大切さが
わかった」17人（58.6％），「看護・介護のアセスメン
ト能力が向上した」14人（48.3％），「自分達の看護・
介護の問題点がわかった」14人（48.3％），「もっとよ
い看護・介護の方法がみつかった」12人(41.4％）の順
であった。
考　察
１．実習のスタッフにもたらす効果
全体的にスタッフの学生に対する評価は高く，特に
アセスメントや技術の項目の評価は高かった。これは，
受け持ち高齢者に対するケアプランやスタッフへの行
動改善プランの実践評価が良かったことが影響してい
ると考える。実際に学生の受け持ち者に対する詳細な
アセスメントや看護実践の結果，高齢者の状態は改善
し，問題点に対するほとんどの目標は達成された。こ
れは，看護師の経験をもつ学生１人につき高齢者１人
の受け持ち体制であったこと，詳細にかつ理論を活用
してのアセスメントのもとケアプランを立案したこ
と，実習期間内に効果をあげるという学生の意識が働
いたことが要因と考える。今回，学生は認知症高齢者
を受け持ち，ICF の視点でアセスメントを行った。
ICFの特徴は，対象をネガティブ（問題）に捉えるの
ではなくプラス面を重視すること，「個人要因」や
「環境要因」を各生活機能の影響因子と考えることで
ある12)。この ICF の視点に立って，認知症高齢者の
真のニードを予測することがケアに求められる9)。問
題行動が目立つ受け持ち者に対して，学生は教員の指
導のもと，その行動に隠されている本人のニーズを予
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測し，できることに目を向け，その結果，環境調整を
視野にいれた看護実践が受け持ち者の状態改善につな
がったといえる。
このように，実習前半では１人の受け持ち者に対す
る看護実践のレベルでの学習に留まっていたが，学生
達は後半ではスタッフへの行動改善プラン実践を行
い，組織的なケア活動の質向上レベルに発展させるこ
とができた。このことがスタッフ自身に対する変化も
大きく改善の自覚を高める結果となった。前述したよ
うに本研究の結果として，「看護・介護の探求するこ
との大切さがわかった」，「アセスメント能力が向上し
た」，「自分達の問題点がわかった」，「もっとよい看
護・介護の方法がみつかった」に関するよい変化の回
答が多かった。行動改善プランの目的は，ケア提供側
として自分達のケアを改善すること，ケア提供者のケ
ア能力ややる気を向上させる，組織力やケア体制，経
営管理を向上させるといわれている10)。今回のスタッ
フへの行動改善プランの立案メンバーには，学生だけ
でなく，病棟主任及びケア向上部会員（スタッフ）が
入っていた（表２）。そのため学生は容易に病棟のケ
ア体制を把握でき，誰に働きかければ効果的か，その
ために誰をメンバーにしたらよいか，適切な判断をす
ることができた。山本らは，施設において「協働とい
う試みで第三者を交えたスタッフ間のコミュニケーシ
ョンが充実すると，アセスメント，計画実施がスムー
ズになり効果が得られる。」13)と述べている。今回の
実習では老人看護の専門看護師を目指す学生という第
三者が病棟ケアに介入したこと，そして受け持ち高齢
者へのケアプランやスタッフへの行動改善プラン立
案，実践を看護・介護という職種間を超えて協働作業
として取り組んだことが効を奏したといえる。教員や
臨床指導者は実習中，学生だけでなくスタッフもよく
観察し，どの段階で学生がスタッフに働きかければよ
いか見極める必要がある。そして，学生の主体性を引
き出し，学生自身がスタッフに働きかけるための示唆
を与えることが重要といえる。
２．今後の実習における教育法の検討
今回，スタッフの「学生に対する関わりは多かった」
という評価項目の回答は「まあまあ思う」と「あまり
思わない」の２群に大きく分かれていた。これより，
実習では学生に関わったスタッフとあまり関わらなか
ったスタッフがいたということがわかった。これは，
施設スタッフは病院に比べて看護師が少なく，介護職
員が多いというスタッフ構成が影響していると考え
る。学生と同じ看護職であれば，看護観や看護内容，
実習目的の共通理解が得られやすく学生と関わりやす
いが，他職種ではこれらの共通理解が難しいといえる。
学生とスタッフとの関わりを高めるためには，学生や
教員の側から働きかける必要がある。今回，教員は実
習前に行った CNS 及び実習に関する講習会や説明は
看護職のみに行い，他職種には行っていなかった。来
年度も同じ病棟で実習が予定されているので，今回の
実習経験が生かされ，学生に対するスタッフの受け入
れはよくなると推測されるが，事前の実習に対する説
明は，施設の看護職だけでなく，スタッフ全体にも行
っていく必要がある。そして，教員は学生がスタッフ
へのコンサルテーションの機能を発揮できるように，
一部のスタッフだけでなく多職種のスタッフとの関わ
りで主体的に実習が進んでいくよう人的環境（臨床指
導者やスタッフ間の人間関係の調整やリーダーシップ
の方向性等），物的環境（実習病棟の構造や物品の把
握，実習期間や時間の調整）の調整を行っていくこと
が実習指導の課題となる。
以上，今回の老人看護 CNS 実習で，スタッフにも
よい効果をもたらす可能性があることが明らかになっ
た。今後も実習によるさらに高い効果が得られるよう
に，学生と共に教員も教育方法の改善に努めていく必
要がある。
３．本研究の限界性と今後の課題
本研究は老人看護専門看護師コースにおける実習が
開始された初年度における実習の一部（実習Ⅲ）の分
析だった。また，本研究をまとめた時点では日本看護
系大学協議会に同教育課程の認定申請中であった。こ
のことから，対象者が少なく実習効果の検証には至ら
ず，本研究の限界があった。今後，継続研究を重ね，
CNS 実習の効果を測定する尺度の開発と信頼性・妥
当性を検証していくことが課題である。
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Effects of Clinical Training on Staffs
in Certified Geriatric Nurse Specialist Course
Yoko UCHIDA1),  Ayako SAIDA2),  Yumi KAWABATA2)
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Abstract：The aim of this study was to identify effects of clinical training on staff in a certified
geriatric nurse specialist course. We conducted a questionnaire survey in 29 staff members in
the training site. The results showed that assessment, skills and advice provided by the staff to
the students tended to be highly rated. Also, some favorable changes were observed:
“nursing/care assessments were improved,” “we found our problems in nursing and caring,”
and “we found better nursing/caring methods.” We need to continuously explore training
methods to positively affect the elderly and staff members.
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